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No.61 
90.11.20 
定価 1.00円

トマ喰い虫社 郵便振替東京6-136148トマ喰い虫社

ハンス・オンゲルンンゲル(12「オイクウルの大海蛇からの逃避I
（ベラウの伝説にもとづくフヘケッチ）より

H.0n,elun炉

ハンス・オンゲルンンゲル（乍

みんなで止めた海外派兵
輝・多国籍畢の読派兵も止めさせよう！
デタント後の自衛隊●前田哲男

第12回全国会話レポート

インディペンデンス母港化反対行動プラン
90年代のトマホーク／反核ホットライン

［発行］トマホークの配備を許すな！全国運動

●維持会員（月間会費） ●参加会員（月間会費） ●通信会員

団体 1口 2000円 団体 1口 1000円 年間］口

個人］口 1000円 個人 1口 500円 2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌購読料を含みます）
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五
年
前
の
冬
、
横
浜
・
金
沢
文
直
の
社
会
教
育
会

館
の
暖
房
の
無
い
部
屋
で
、
震
え
な
が
ら
交
流
し
た

第
一
回
か
ら
か
ぞ
え
て
十
二
回
目
、
一
全
国
会
議
―

が
横
須
賀
に
帰
っ
て
き
た
。

十
一
月
二
日
夜
か
ら
四
日
午
後
に
か
け
て
横
須
賀

市
教
育
会
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
閉
か
れ
た
今
回
の
会

議
は
、
一
ポ
ス
ト
冷
戦
一
の
日
本
の
反
核
反
基
地
運

動
の
今
後
を
さ
ぐ
る
と
同
時
に
、
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ス
の
母
港
化
を
代
表
と
す
る
世
界
の
流
れ
に

逆
ら
う
軍
拡
を
食
い
止
め
る
た
め
の
具
体
的
行
動
計

画
を
練
る
、
と
い
う
で
っ
か
い
テ
ー
マ
を
か
か
げ
た

インディペンデンスの母港反対
行動計画など決める

反トマ運動
第 12回全国会議

の報岩

軍縮と車和の
新時代を
くろ

11/2→4 
横須賀で

つ
も
の
だ
っ
た
。

「
国
連
平
和
協
力
法
一
の
国
会
論
議
が
大
詰
め
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
三
日
に
は
東
京
で
市
民
の

デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
た
。
呉
の
湯
浅
さ
ん
は
、
ヨ
イ

シ
ョ
ヨ
イ
シ
ョ
と
大
き
な
段
ボ
ー
ル
を
か
か
え
て
姿

を
み
せ
た
。
広
島
で
集
め
た
一
万
人
を
越
え
る
緊
急

署
名
を
五
日
に
政
府
に
提
出
す
る
と
い
う
。
京
都
の

人
々
は
こ
母
日
デ
モ
一
を
抜
け
て
か
け
つ
け
て
き
た
。

昨
夜
地
元
で
の
集
会
の
後
発
っ
て
来
た
と
い
う
遠
方

か
ら
の
参
加
者
が
い
た
。
常
連
の
一
人
、
京
都
の
吉

田
さ
ん
は
、
防
衛
庁
前
で
ハ
ン
ス
ト
中
だ
。

ろ
ノ

＇
＿
墾
ー
—
●

●
み
ん
な
の
力
が
自
衛
隊
海
外
派
兵
を
止
め
た
。
と

り
あ
え
ず
、
止
め
た
。
初
め
て
デ
モ
に
い
っ
た
人
、

初
め
て
署
名
に
立
っ
た
人
、
署
名
し
た
人
、
首
相
に

手
紙
を
書
い
た
ひ
と
、
i
家
族
声
明
―
を
家
の
前
に

は
り
だ
し
た
人
、
バ
ッ
チ
を
作
っ
て
売
っ
た
人
、
防

衛
庁
前
で
ハ
ン
ス
ト
を
貫
い
た
吉
田
満
智
子
さ
ん
と

井
沢
幸
治
さ
ん
…
。
と
て
も
書
き
切
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
が
動
い
た
。
そ
の
動

き
が
共
鳴
し
あ
っ
て
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
。

●
だ
が
、
こ
れ
は
一
と
り
あ
え
ず
の
—
勝
利
だ
。
海

外
派
兵
の
火
種
は
シ
ソ
カ
リ
残
さ
れ
た
つ
自
公
民
三

党
で
交
わ
さ
れ
た
一
国
際
平
和
協
力
に
関
す
る
合
意

覚
書
き
＿
を
と
っ
か
か
り
に
、
自
民
党
タ
カ
派
は
チ

ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
チ
ャ
ン
ス
と
は
、
世

論
が
冷
め
た
そ
の
時
だ
。
火
種
を
消
す
に
は
、
も
っ

と
大
き
な
平
和
の
炎
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
拡
げ
て

い
く
他
に
は
な
い
だ
ろ
う
，

●
一
方
で
は
と
ん
で
も
な
い
段
取
り
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
き
た
。
国
連
平
和
協
力
法
の
廃
案
が
決
定
的

に
な
っ
た
十
一
月
八
日
、
ア
メ
リ
カ
は
中
東
派
遣
軍

を
十
五
万
人
以
上
増
強
す
る
、
と
発
表
し
た
。
イ
ラ

ク
に
対
す
る
一
攻
撃
的
軍
事
行
動
一
を
可
能
に
す
る

た
め
の
措
置
だ
と
い
う
。
そ
し
て
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
、

空
母
に
加
え
て
、
在
欧
米
軍
の
戦
術
核
兵
器
を
持
ち

込
む
、
と
ま
で
明
言
し
た
，
日
本
の
私
た
ち
が
ホ
ッ

（
十
ニ
ペ
ー
ジ
ヘ
）

米
軍
・
多
国
籍
軍

の
海
外
派
兵

て

紅

C贔

許
せ
な
い

ぶ

）

t
 
つ

ハ
の
火
種
を
消
そ
う
！
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1 ()月 28H、横須賀平和船団が海r＿から自衛官にi船澤兵反対の畔びかけ．
護衛艦のデッキには｀自衛官がすすなりになって月をかたむけてくれた．

冷
戦
終
結
で
変
わ
っ
た
こ
と

変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と

米
海
軍
協
会
の
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
に
あ
る
＋
月
一

日
づ
け
の
＿
ォ
ー
ダ
ー
・
オ
プ
バ
ト
ル
l

□戦

列
―
)
に
よ
れ
ば
、
中
東
で
の
作
戦
に
参
加
あ
る
い

は
待
機
し
て
い
る
米
軍
艦
の
う
ち
、
ト
マ
ホ
ー
ク
能

力
を
持
っ
た
船
は
次
の
と
お
り
て
あ
る
ウ

（
）
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
数
。
＊
は
横
須
賀
母
港

会
戦
艦
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
（
三
二
発
）

＊
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
（
二
六
発
）

＊
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
（
二
六
発
）

玄
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
ア
ン
テ
ィ
ー
タ
ム
（
二
六
発
）

玄
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
サ
ン
ハ
チ
ン
ト
（
二
六
発
）

玄
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
フ
／
リ
ピ
ン
シ
ー
（
二
六
発
）

会
原
子
カ
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
（
八
発
）

玄
駆
逐
艦
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
（
四
五
発
）

＊
駆
逐
艦
ヒ
ュ
ー
イ
ゾ
ト
（
四
五
発
）

会
駆
逐
艦
デ
イ
ピ
ッ
ト

•
R

・
レ
イ
（
四
五
発
）

食
駆
逐
艦
ジ
ョ
ン
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
（
八
発
）

＊
駆
逐
艦
フ
ァ
イ
フ
（
四
五
発
）

◎
原
子
力
潜
水
艦
の
実
態
は
不
明
。
通
常
五
隻
が
西

太
平
洋
と
地
中
海
に
配
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ウ

♦

三
日
は
丸
一
日
を
か
け
て
＿
フ
ォ
ー
ラ
ム
＂
ポ
ス

卜
冷
戦
時
代
の
反
核
反
基
地
運
動

□
午
前
は
海
棠

新
さ
ん
、
前
田
哲
男
さ
ん
、
梅
林
宏
道
さ
ん
か
ら
の

問
題
提
起
と
討
論
。
八
十
年
代
、
大
国
主
導
の
軍
拡

は
強
力
か
ご
敵
＿
を
必
要
と
し
て
い
た
。
今
そ
の

一
敵
」
は
消
え
去
っ
た
。
軍
拡
派
は
新
た
な
「
敵
探

し
l

に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
◇
米
ソ
い
ず
れ
も
そ
の

答
え
を
―
低
強
度
紛
争

(
L
I
C
)
'
一
（
た
と
え
ば

イ
ラ
ク
）
に
見
付
け
て
い
る
よ
う
だ
が
先
行
き
は
依

然
と
し
て
不
透
明
だ
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
も
軍
縮
は

進
ん
で
い
る
。
た
だ
、
ヨ
ー
ロ
パ
に
く
ら
べ
は
っ
き

り
し
た
ピ
ジ
ョ
ン
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
た
な
い
「
自

然
発
生
的
軍
縮
＿
で
あ
る
。
日
本
は
「
冷
戦
一
の
惰

性
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
軍
拡
を
や
め
よ
う
と
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
一
揺
れ
動
く
時
代
」
に
、
反
核
反
基

地
・
平
和
運
動
は
ど
の
よ
う
に
分
け
入
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
。
一
た
と
え
ば
、
自
衛
隊
や
米
軍
基
地
の

半
減
の
よ
う
な
具
体
的
で
明
確
な
軍
縮
政
策
を
積
極

的
に
提
案
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
京
都
の
青

木
さ
ん
の
提
起
に
一
同
う
な
ず
く
。
討
論
は
夜
の
セ

ッ
シ

m
ン
に
引
き
継
が
れ
た
。
（
今
号
と
次
号
に
前

田
さ
ん
の
問
題
提
起
を
再
録
し
ま
す
。
海
棠
さ
ん
、

梅
林
さ
ん
の
問
題
提
起
と
討
論
も
何
ら
か
の
形
で
再

録
し
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
：
・
編
集
部
）
。

三
0
0発
以
上
の

ト
マ
ホ
ー
ク
が

中
東
に
！
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九
0
年
代
の

ト
マ
ホ
ー
ク

ア
メ
リ
カ
海
軍
協
会
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
十
二
隻

の
水
上
艦
と
隻
数
不
明
の
潜
水
艦
が
ト
マ
ホ
ー
ク
を

搭
載
し
て
現
在
中
東
地
域
に
展
開
し
て
い
る
。

イ
ラ
ク
・
シ
フ
ト

「
砂
漠
の
盾
」
と
呼
ば
れ
る
今
回
の
ア
メ
リ
カ
の

中
東
作
戦
に
お
い
て
ト
マ
ホ
ー
ク
を
使
用
す
る
の
で

は
な
い
か
と
言
う
観
測
が
強
ま
っ
て
い
る
。
清
報
に

よ
れ
ば
、
サ
ン
・
ハ
チ
ン
ト
と
言
う
イ
ー
ジ
ス
巡
洋

艦
は
、
通
常
は
一
ニ
ニ
発
の
ミ
サ
イ
ル
の
う
ち
、
ニ

六
発
し
か
ト
マ
ホ
ー
ク
を
積
ま
な
い
に
も
拘
ら
ず
、

今
回
中
東
に
派
遣
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
全
部
を
ト
マ

ホ
ー
ク
に
置
き
換
え
た
と
言
わ
れ
る
。
全
艦
ト
マ
ホ

ー
ク
し
か
装
備
し
て
い
な
い
軍
艦
が
登
場
し
た
の
は

具
現

機
に 梅

林
宏
道

午
後
の
部
は
全
国
各
地
の
反
基
地
運
動
か
ら
の
現

場
レ
ポ
ー
ト
，
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
は
る
ば
る

新
潟
や
佐
世
保
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
な
ど
、

初
め
て
お
会
い
す
る
人
も
多
い
，
簡
潔
で
力
こ
も
っ

た
、
そ
し
て
地
元
な
ら
で
は
の
こ
ま
や
か
な
報
告
が

続
い
た
。
こ
の
セ
ソ
シ
ョ
ン
の
模
様
は
大
急
ぎ
で
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
す
つ
こ
こ
で

は
、
報
告
さ
れ
た
基
地
名
（
地
域
名
）
だ
け
を
列
挙

し
て
お
き
ま
す
c

報
告
者
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
3

沖
縄
／
九
州
（
鹿
屋
‘
喜
界
島
、
え
び
の
）
／
佐

世
保
／
岩
国
／
呉
／
舞
鶴
／
小
松
／
依
佐
美
・
小
牧

上
瀬
谷
／
横
田
／
立
川
／
厚
木
／
相
模
原
、
座
間
，
＇

横
須
賀
／
新
潟
／
三
沢
（
文
書
）
0

悩
み
も
多
い
が

や
っ
ぱ
り
運
動
は
楽
し
い

夜
は
、
会
場
を
横
須
賀
平
和
セ
ン
タ
ー
（
船
越
教

会
）
に
移
し
て
、
一
ワ
ー
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
＂
反
核
反

基
地
運
動
に
何
が
で
き
る
か

□
呉
の
湯
浅
さ
ん
、

横
須
賀
の
新
倉
さ
ん
、
―
市
民
の
意
見
30
の
会
二
り

吉
川
さ
ん
か
ら
の
問
題
提
起
を
受
け
て
話
し
あ
っ
た
。

一
反
基
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
本
腰
を
い
れ
よ

ぅ
一
と
湯
浅
さ
ん
つ
＿
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
＇
こ
れ

反
基
抽
還
動
の
現
場
か
ら

力
あ
ふ
れ
る
報
告

は
過
半
数
が
基
地
は
な
い
ほ
う
が
い
い
、
と
答
え
る
。

な
の
に
反
基
地
運
動
は
市
民
の
多
数
が
参
加
す
る
運

動
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
J
と
新
倉
さ
ん
。

ー
運
動
に
足
を
つ
っ
こ
む
と
し
ん
ど
い
、
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
運
動

か
社
会
的
な
信
頼
を
得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
か
，
戦
争
や
事
故
な
ど
の
恐
怖
に
訴
え
る

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
解
放
的
で
前
向
き
な
（
そ
し

て
気
楽
に
参
加
で
き
る
）
運
動
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
：
一
。
吉
川
さ
ん
は
―
市
民
運
動
は
単
一
の
課

題
（
シ
ン
グ
ル
・
イ
ッ
シ
ュ
i
)
。
全
体
状
況
を
相

手
に
す
る
の
は
政
党
の
役
割
だ
。
と
い
う
分
類
に
は

た
し
て
根
拠
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
l

と
問
題
を
な
げ

か
け
る
っ
＿
日
本
を
丸
ご
と
ど
う
す
る
の
か
、
を
考

え
る
市
民
の
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
―
，
ま
た
、

＿
非
核
三
原
則
に
は
賛
成
だ
が
安
保
に
も
賛
成
＿
と

い
う
よ
う
な
国
民
の
『
バ
ラ
ン
ス
意
識
』
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
，
よ
り
根
本
的
な
変

革
を
目
指
す
新
し
い
政
治
ス
タ
イ
ル
を
生
み
だ
さ
な

け
れ
ば
―
,

討
論
の
途
中
か
ら
は
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
り
、
話
し

は
大
い
に
は
ず
ん
だ
，
問
題
の
福
は
広
く
根
も
深
い
。

こ
こ
で
も
―
具
体
的
な
軍
縮
提
案
―
は
テ
ー
マ
の
一

つ
に
な
っ
た
，
こ
れ
、
と
い
う
結
論
が
で
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
み
ん
な
脳
細
胞
を
ハ
ゲ
シ
ク
剌
激
さ
れ

た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。．
 

歴
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
軍
艦

が
中
東
作
戦
に
参
加
し
た
な
ら
ば
、
ト
マ
ホ
ー
ク
を

使
う
以
外
に
や
る
こ
と
が
無
い
。
そ
の
他
の
ト
マ
ホ

ー
ク
艦
に
関
し
て
も
、
ト
マ
ホ
ー
ク
の
搭
載
数
を
増

や
し
た
と
い
う
清
報
が
あ
る
。

言
う
な
れ
ば
、
ミ
サ
イ
ル
の
イ
ラ
ク
・
シ
フ
ト
が

敷
か
れ
た
の
で
あ
る
。

「
今
日
、

そ
し
て
九
0
年
代
に
向
か
う
ト
マ
ホ
ー

ク
」
と
題
す
る
米
海
軍
の
公
文
書
が
入
手
で
き
た
。

今
年
の
六
月
、
巡
航
ミ
サ
イ
ル
計
画
局
が
発
行
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
米
ソ
の
デ
タ
ン
ト
が

実
現
し
軍
縮
へ
の
圧
力
の
強
ま
る
九
0
年
代
こ
そ
、

ト
マ
ホ
ー
ク
が
真
価
を
発
揮
す
る
、
と
海
軍
は
考
え

て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

①
柔
軟
性
ト
マ
ホ
ー
ク
は
―
つ
の
制
御
盤
で
対

艦
攻
撃
（
通
常
弾
頭
）
か
ら
核
攻
撃
ま
で
行
な
う
こ

と
が
出
来
る
、
極
め
て
柔
軟
性
に
宮
む
兵
器
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
今
回
の
中
東
危
機

の
よ
う
に
、
核
攻
撃
の
含
み
は
残
し
つ
つ
、
通
常
弾

頭
楕
密
兵
器
と
し
て
ま
ず
使
用
す
る
意
図
を
持
っ
た

作
戦
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

②
安
上
が
り
ト
マ
ホ
ー
ク
は
安
上
が
り
の
シ
ス

ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
丘
紐
爺

． 

翌
四
日
朝
、
雨
の
中
、
浦
郷
弾
薬
直
な
ど
い
く
つ

か
の
施
設
を
見
て
回
る
。
「
危
険
＇
・
放
水
禁
止
一
の

看
板
が
い
か
に
も
ぶ
き
み
だ
。

こ
の
日
は
再
び
会
場
を
教
育
会
館
に
移
し
、
具
体

的
な
行
動
プ
ラ
ン
を
話
し
合
っ
た
，
紙
面
が
尽
き
て

き
て
の
で
、
合
意
さ
れ
た
項
目
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

＊
三
日
の
反
基
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

化
す
る
＊
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
母
港
化
阻
止
の
全

国
署
名
の
展
開
（
労
組
な
ど
で
つ
く
る
横
須
賀
の

＿
現
地
闘
争
本
部
」
の
署
名
と
の
合
流
を
追
求
す
る
）

＊
空
母
母
港
で
直
接
被
害
を
受
け
る
住
民
の
共
同
ア

ピ
ー
ル
＊
横
須
賀
基
地
包
囲
行
動
の
企
画
立
案
＊
国

際
的
研
究
者
の
コ
メ
ン
ト
を
含
む
イ
号
母
港
反
対
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
＊
海
の
軍
備
撤
廃
を
1
•
国
際
共

同
行
動
を
来
年
五
月
横
須
賀
な
ど
で
開
催
す
る
（
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
の
国
際
連

帯
を
追
求
す
る
）
＊
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
91
を
な
く
‘

す
運
動
＊
明
快
な
「
私
た
ち
の
軍
縮
提
案
」
を
作
る

＊
三
・
一
非
核
独
立
太
平
洋
デ
ー
の
催
し
＊
中
東
危

機
に
関
す
る
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
作
成
＊
横
須
賀
N

E
P
A
訴
訟
を
支
援
す
る
＊
平
和
船
団
一
（
）
（
）
隻
体

制
を
引
き
続
き
め
ざ
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
合
意
は
参
加
者
を
し
ば

（
十
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

テ
ム
で
あ
り
、
軍
事
費
削
滅
の
強
い
要
求
に
も
折
リ

合
え
る
。
最
大
の
理
由
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
用
に
特
別

の
軍
艦
を
建
造
す
る
必
要
が
無
く
、
既
存
軍
艦
の
比

較
的
小
規
模
の
改
良
で
ト
マ
ホ
ー
ク
能
力
を
付
与
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。

．
③
無
制
約
現
在
の
軍
縮
交
渉
に
お
け
る
制
約
か

ら
自
由
で
あ
る
。

横
須
賀
を
母
港
に
す
る
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
が
、
歴
史

上
初
め
て
実
戦
で
ト
マ
ホ
ー
ク
を
使
う
こ
と
を
阻
止

す
る
道
は
、
そ
も
そ
も
戦
争
を
始
め
さ
せ
な
い
こ
と

以
外
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
デ
イ
ペ
ン
デ
ン
ス
母
港
化

白
衝
隊
の
海
外
派
兵

反
対
を
決
議

第
六
回
非
核
独
立
太
平
洋
会
議

去
る
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
ア
オ
テ
ア
ロ

ア
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
の
ワ
イ
ウ
ク
と
パ
ク
レ

ン
ガ
を
会
場
に
第
六
回
非
核
独
立
太
平
洋
会
議
が
開

か
れ
た
＂
二
十
八
ヶ
国
か
ら
一
五

0
名
の
代
表
が
出

席
し
た
同
会
議
の
決
議
の
中
に
は
、
「
自
衛
隊
の
海

外
派
兵
に
反
対
す
る
決
議
―
’
／
こ
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ス
の
横
須
賀
母
港
化
に
反
対
す
る
決
議
＿
が

含

ま

れ

て

い

る

。

（

次

号

で

詳

報

）

こ
れ
が

行
動
プ
ラ
ン
！
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今

日

ま

で

の

日

米

安

保

、

安

保

と

自

衛

隊

を

、

乱

は

大

き

く

三

つ

の

時

期

に

分

け

て

と

ら

え

て

み

た

い

と

思

い

ま

す

。

r

第

一

の

時

期

は

、

一

九

四

五

年

の

敗

戦

か

ら

一

九

六

（

）

年

の

日

米

安

保

改

定

ま

で

の

時

期

で

、

こ

の

時

期

は

占

領

期

安

保

あ

る

い

は

対

内

暴

力

と

し

て

の

安

保

の

色

彩

が

強

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

。

自

衛

隊

の

役

割

も

初

期

の

＿

＇

警

察

予

備

隊

一

の

名

に

示

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

内

向

き

で

あ

っ

た

ろ

う

と

考

え

ら

れ

国

を

仮

想

敵

国

と

し

た

ア

ジ

ア

安

保

と

し

て

の

性

格

を

持

ち

、

第

三

期

七

八

年

以

降

、

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

安

保

に

発

展

す

る

中

で

ソ

連

を

仮

想

敵

国

と

し

た

海

洋

指

向

、

北

西

太

平

洋

安

保

と

し

て

性

格

を

帯

び

て

き

た

｀

‘

私

は

、

安

保

と

自

衛

隊

の

関

係

、

あ

る

い

は

安

保

体

制

、

安

保

協

力

の

中

に

お

け

る

自

衛

隊

の

位

置

付

け

、

役

割

を

そ

の

よ

う

に

考

え

て

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

の

流

れ

と

今

日

の

デ

タ

ン

ト

と

の

関

連

で

注

目

す

る

へ

き

な

の

は

、

七

0
年

代

初

頭

の

第

一

次

デ

タ

ン

ト

に

お

け

る

自

衛

隊

の

変

化

、

つ

ま

り

、

変

わ

っ

た

こ

と

‘

変

わ

ら

な

か

っ

た

こ

と

、

変

え

る

へ

き

で

あ

っ

た

こ

と

、

変

え

る

べ

き

で

な

か

っ

た

こ

と

の

分

析

で

あ

ろ

う

と

思

い

ま

す

。

こ

れ

は

非

常

に

大

き

い

テ

）

マ

で

、

と

て

も

簡

単

に

論

じ

つ

く

せ

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

し

、

ま

だ

ほ

と

ん

ど

手

が

つ

け

ら

れ

て

い

な

い

領

域

で

す

が

、

こ

れ

か

ら

デ

タ

ン

ト

後

の

自

衛

隊

を

分

析

す

る

場

合

、

一

九

七

0
年

代

初

頭

に

第

一

次

デ

タ

ン

ト

が

我

々

の

目

の

前

に

あ

っ

た

と

き

に

、

自

衛

隊

に

対

す

る

ど

う

い

う

取

り

組

み

が

あ

っ

た

の

か

、

と

い

う

こ

と

は

も

っ

と

真

剣

に

研

究

す

る

必

要

が

あ

る

と

思

う

の

で

す

。

七
0
年
代
初
頭

軍
縮
の
チ
ャ
ン
ス
は

あ
っ
た
の
だ
が
：

お

そ

ら

冷
戦
肥
り
の

自
衛
隊

ま

す

。

一

九

六

0
年

の

安

保

改

定

に

よ

っ

て

、

極

東

安

保

と

呼

ん

で

し

か

る

べ

き

状

況

が

で

き

て

き

た

だ

ろ

う

と

思

い

ま

す

，

こ

れ

が

第

二

期

で

す

。

仮

想

蔽

国

は

こ

の

時

期

中

国

で

し

た

。

安

保

条

約

第

五

条

に

共

同

防

衛

と

い

う

形

で

日

本

の

防

衛

義

務

が

記

さ

れ

た

、

再

軍

備

が

義

務

づ

け

ら

れ

た

、

対

米

公

約

と

な

っ

た

と

い

う

点

が

ひ

と

つ

，

第

六

条

に

よ

っ

て

基

地

の

供

与

、

極

東

条

項

と

い

わ

れ

る

部

分

が

付

け

加

え

ら

れ

て

、

在

日

米

軍

基

地

の

極

東

地

域

へ

向

け

た

使

用

が

認

め

ら

れ

た

，

こ

の

二

つ

の

変

化

に

よ

っ

て

‘

極

東

安

保

と

し

て

の

性

格

が

あ

ら

わ

れ

た

，

こ

れ

は

一

九

六

0
年

か

ら

お

そ

ら

く

一

九

七

八

年

ま

で

続

い

た

の

だ

ろ

う

と

思

い

ま

す

，

一

九

七

八

年

か

ら

は

、

第

三

期

と

し

て

、

私

の

認

識

で

は

、

せ

め

ぎ

あ

う

国

内

軍

縮

派

と

安

保

拡

大

派

が

あ

っ

て

、

結

局

、

安

保

拡

大

派

に

軍

縮

て
つ

派

は

破

れ

て

し

ま

っ

た

。

そ

の

報

を

今

日

一

九

九

（

）

年

代

に

く

り

返

す

べ

き

で

は

な

い

と

い

う

意

味

で

、

七

0
年

代

初

頭

の

挫

折

の

経

験

は

も

っ

と

批

判

的

に

吸

収

さ

れ

る

べ

き

だ

と

思

い

ま

す

，

ざ

っ

と

見

て

み

ま

す

と

、

言

う

ま

で

も

な

く

第

一

次

デ

タ

ン

ト

は

S
A
L
T
I、今
日

の

S
T
A
R
丁

に

も

ち

ょ

っ

と

似

た

と

こ

ろ

が

あ

る

つ

S
A
L
T
I

＂

ふ

木

ソ

の

戦

略

核

兵

器

制

限

条

約

が

結

ば

れ

、

さ

ら

に

ベ

ト

ナ

ム

戦

争

の

終

結

、

パ

リ

条

約

へ

と

至

る

局

地

紛

争

の

収

束

に

よ

っ

て

、

そ

し

て

そ

れ

を

受

け

た

米

中

の

復

交

と

い

う

ア

ジ

ア

に

お

け

る

冷

戦

構

造

の

崩

壊

に

よ

っ

て

（

こ

れ

は

ベ

ル

リ

ン

の

壁

の

崩

壊

と

い

う

ほ

ど

大

き

く

な

い

に

し

て

も

、

当

時

我

々

に

与

え

た

衝

撃

は

き

わ

め

て

大

き

な

も

の

が

あ

り

ま

し

た

）

こ

れ

ら

い

く

つ

か

の

要

因

に

よ

っ

て

第

一

次

デ

タ

ン

ト

と

い

う

も

の

が

導

き

出

さ

れ

て

き

た

つ

こ

の

中

で

日

本

の

国

内

で

は

、

中

曽

根

防

衛

庁

長

官

の

安

保

を

補

完

に

し

て

自

主

防

衛

を

主

に

す

る

、

と

い

う

防

衛

策

が

一

九

七

0
年

に

出

て

き

ま

す

ニ

ナ

タ

ン

ト

を

利

用

し

た

軍

拡

派

の

単

独

防

衛

論

と

い

え

ま

す

。

こ

れ

が

契

機

に

な

っ

て

、

防

衛

問

題

が

国

内

政

局

の

中

で

か

な

り

大

き

な

位

置

を

占

め

る

よ

う

に

な

る

。

結

局

中

曽

根

防

衛

構

想

は

採

用

さ

れ

る

と

こ

ろ

に

な

ら

な

い

わ

け

で

す

が

、

野

党

の

側

か

ら

防

衛

力

の

上

限

を

求

め

る

要

求

が

国

会

の

子

ー

マ

と

な

り

、

こ

の

今｝軍
縮
対
案
をヘ
の

し—•

そ

前
田
折
舅

（
軍
事
評
詰
家
）

1 1月3日／反トマホーク
運動第12回全国会議（横
須賀）での発言

ポ
ス
ト
冷
戦
1

次
の
道
さ
ぐ
る
自
衛
隊

く

「

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

安

保

'
l

と

よ

ぶ

べ

き

時

期

に

入

っ

て

い

く

。

仮

想

敵

国

は

中

国

か

ら

ソ

ピ

エ

ト

に

か

わ

り

ま

す

。

こ

の

年

に

結

ば

れ

た

＿

日

米

防

衛

協

力

の

指

針

」

は

、

通

称

ー

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

」

と

呼

ば

れ

、

日

米

安

保

の

運

用

を

め

ぐ

る

新

し

い

原

則

の

導

入

で

あ

る

わ

け

で

す

が

、

日

米

両

政

府

の

閣

議

で

決

定

さ

れ

た

と

い

う

意

味

で

実

質

的

な

安

保

改

定

と

し

て

の

重

み

を

持

つ

も

の

で

す

。

そ

し

て

そ

の

中

で

、

後

に

シ

ー

レ

ー

ン

防

衛

あ

る

い

は

洋

上

防

空

に

発

展

し

て

い

く

大

き

な

動

き

が

規

定

さ

れ

る

。

す

な

わ

ち

一

日

米

以

外

の

極

東

に

お

け

る

事

態

で

、

日

本

の

安

全

に

重

要

な

影

響

を

与

え

る

場

合

の

日

米

間

の

協

力

」

と

い

う

、

そ

れ

ま

で

の

安

保

と

違

う

役

割

が

与

え

ら

れ

た

。

海

洋

に

広

が

り

だ

し

た

。

領

域

外

に

広

が

り

だ

し

た

。

北

西

太

平

洋

を

―

つ

の

共

同

防

衛

の

場

と

す

る

よ

う

な

安

保

条

約

の

展

開

が

こ

の

ガ

イ

ト

ラ

イ

ン

に

よ

っ

て

認

め

ら

れ

た

。

こ

う

い

う

ふ

う

に

言

っ

て

い

い

だ

ろ

う

と

思

う

ん

で

す

。

そ

し

て

こ

の

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

安

保

は

八

0
年

代

の

レ

ー

ガ

ン

軍

拡

、

中

曽

根

軍

拡

と

ド

ッ

キ

ン

グ

し

て

、

ま

さ

し

く

冷

戦

肥

り

と

呼

ん

で

い

い

自

衛

隊

の

肥

大

化

を

招

く

，

そ

う

い

う

惰

性

を

な

お

保

ち

な

が

ら

、

自

衛

隊

は

デ

タ

ン

ト

と

い

う

ま

っ

た

く

新

し

い

状

況

に

遭

遇

し

て

今

日

を

迎

え

て

い

る

°

そ

う

い

う

風

に

概

観

し

て

い

い

の

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

，

つ

ま

り

第

一

期

占

領

期

安

保

1
1対
内

治

安

、

第

二

期

ー

極

東

安

保

、

ベ

ト

ナ

ム

戦

争

に

連

な

る

中

で

中

あ

と

G
N
P比一
％

と

い

う

天

井

が

で

き

て

く

る

。

そ

し

て

、

一

九

七

五

＼

六

年

に

か

け

て

任

期

を

務

め

た

三

木

内

閣

の

下

で

新

し

い

防

衛

政

策

が

策

定

さ

れ

、

そ

れ

は

「

基

盤

的

防

衛

力

構

想

l

と

い

う

名

で

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

る

。

従

来

の

防

衛

政

策

を

か

な

り

否

定

的

に

修

正

し

た

上

で

‘

脅

威

対

抗

型

の

一

所

要

防

衛

力

」

に

か

わ

る

、

基

盤

的

防

衛

力

」

と

い

う

の

を

位

置

付

け

る

わ

け

で

す

ね

，

三

木

首

相

、

坂

田

防

衛

庁

長

官

、

久

保

防

衛

局

長

の

下

で

作

ら

れ

た

防

衛

政

策

に

は

、

明

ら

か

に

、

国

内

的

に

み

る

か

ぎ

り

、

軍

縮

へ

の

意

欲

、

契

機

が

秘

め

ら

れ

て

い

た

，

た

だ

惜

し

む

ら

く

は

、

三

木

内

閣

が

あ

ま

り

に

も

短

命

で

あ

っ

た

こ

と

、

同

時

に

党

内

基

盤

が

き

わ

め

て

弱

か

っ

た

こ

と

、

こ

の

二

つ

の

理

由

に

よ

っ

て

、

こ

れ

を

実

施

す

る

計

画

が

ま

っ

た

＜

ヽ

未

着

手

の

ま

ま

、

三

木

内

閣

は

倒

壊

し

て

し

ま

う

，

つ

ま

り

、

基

盤

的

防

衛

力

構

想

、

防

衛

計

画

の

大

綱

、

防

衛

費

G
N
P比一

％

枠

の

設

定

と

い

う

こ

と

を

成

し

遂

げ

た

の

で

あ

る

が

、

陸

上

自

衛

隊

の

師

団

改

絹

を

含

む

大

幅

な

削

減

、

自

衛

隊

の

軍

縮

に

着

手

す

る

力

は

三

木

内

閣

に

は

な

か

っ

た

。

そ

し

て

あ

と

を

引

き

継

い

だ

福

田

内

閣

の

タ

カ

派

体

質

に

よ

っ

て

、

そ

れ

が

こ

と

ご

と

く

ヽ

覆

さ

れ

て

し

ま

う

，

同

時

に

も

う

―

つ

の

波

と

し

て

、

安

保

協

力

、

日

本

に

政

策

的

影

響

力

を

与

え

る

ア

メ

リ

カ

か

ら

の

圧

力

が

、

こ

の

時

期

、

対

ソ

海

洋

戦

略

と

い

う

形

で

明

確

な

要

求

と

な

っ

て

顕

わ

れ

て

く

る

。

バ

ー

ド

ン

・
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＾ (
I
O
・

二
六
）

p
級
II

S
級
II

L
級
II

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
要
求
で
す
ね
。
こ
れ
は
七
六
年
、

ち
ょ
う
ど
三
木
内
閣
の
成
立
直
後
か
ら
、
日
米
防
衛

協
力
委
員
会
と
い
う
新
し
い
枠
組
み
の
中
で
の
討
論

と
い
う
形
に
な
る
。
こ
こ
で
安
保
協
力
派
と
国
内
軍

縮
派
と
が
か
な
り
熾
烈
に
せ
め
ぎ
あ
っ
た
，
公
開
さ

れ
た
論
争
は
な
い
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
潮
流

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
結
局

ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
に
至
っ
た
、
そ
の
後
の
第
三
期
の

安
保
条
約
、
日
米
防
衛
協
力
、
そ
し
て
そ
の
下
で
の

自
衛
隊
と
い
う
性
格
づ
け
は
、
国
内
軍
縮
派
の
主
導

権
に
よ
っ
て
で
は
な
し
に
、
日
米
安
保
の
論
理
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
、
以
後
八
（
）
年
代
の
軍
拡
に
入
っ

て
い
く
＼
で
す
か
ら
、
第
一
次
デ
タ
ン
ト
を
契
機
と

し
た
軍
縮
へ
の
試
み
は
挫
折
し
た
と
と
ら
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
し
か
し
、
第
一
次
デ

タ
ン
ト
を
契
機
と
し
た
軍
縮
の
試
み
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
今
注
目
を
も
っ
て
も
う
一
度

見
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

保
守
・
体
制
も
含
め
た
新
し
い
国
際
情
勢
に
対
す
る

取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
結
果
と
し
て

逆
向
き
に
利
用
さ
れ
て
し
ま
っ
た
，
ご
承
知
の
よ
う

に
「
防
衛
計
画
の
大
綱
―
は
、
軍
縮
へ
の
契
機
で
は

な
く
ヽ
軍
拡
へ
の
口
実
と
し
て
八
0
年
代
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
防
衛
計
画
の
大

綱
を
軍
縮
の
文
書
と
し
て
読
む
の
は
間
違
っ
て
い
る
―

と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
け
れ
ど
も
、
作
ら
れ
た

九
O・

IO・

―
六
i
-
―
・
一
五

（
原
子
力
潜
水
艦
パ
ー
ミ
ッ
ト
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
）

(

1

0

・
ニ
ニ
）

(

1

0

・
ニ
九
）

•
一
三
）

ア
ス
。
フ
ロ

(

S

級
）
午
後
一

時
五

0
分
・
横
須
賀
に
入
港
。

シ
カ
ゴ
(

L

級
）
午
前
七
時

四
0
分
・
横
須
賀
に
入
港
八
沖

ど
ま
り
＞
。
四

0
分
後
に
出
港
。

オ
リ
ン
ピ
ア
(

L

級

）

午

後

三
時
・
横
須
賀
に
入
港
八
沖
ど

ま
り
＞
。
四

0
分
後
に
出
港
。

ア
ス
プ
ロ
(

S

級
）
午
前
一
―

時
―

0
分
・
横
須
賀
を
出
港
。

オ
リ
ン
ピ
ア
(

L

級

）

午

前

入
港
情
報 や
よ
り

反
核
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

5
r 

・
一
四
）

10 71 
レナイ，

見
出
し
●
編
集
部

契
機
を
追
っ
て
い
け
ば
、
明
ら
か
に
こ
れ
は
軍
縮
の

た
め
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
も
の
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
情
勢
を
見
、
そ

の
中
で
我
々
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
場
合
に
大
切

な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
わ
け
で
す
っ

そ
う
い
う
ふ
う
に
冷
戦
と
自
衛
隊
、
冷
戦
の
中
で

日
米
安
保
協
力
が
ど
の
よ
う
に
変
り
、
そ
の
下
で
自

衛
隊
が
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
か
、
そ
れ
を
め

ぐ
る
政
策
的
な
論
争
、
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
せ

め
ぎ
あ
い
も
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
敵
が
い
な
い
」
時
代

軍
縮
は
ア
ジ
ア
太
平
洋

で
も
進
む

デ
タ
ン
ト
後
の
自
衛
隊
、
今
日
の
デ
タ
ン
ト
期
の

自
衛
隊
は
ど
う
動
く
の
で
し
ょ
う
か
。
ア
ジ
ア
太
平

洋
に
お
け
る
デ
タ
ン
ト
期
の
情
勢
と
そ
れ
に
対
す
る

自
衛
隊
の
対
応
に
す
こ
し
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。何
よ
り
の
特
徴
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
い
て
、

エ
ネ
ミ
ー
レ
ス
、
つ
ま
り
敵
が
い
な
い
状
況
が
出
来

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
も
う
何
よ
り
も

雄
弁
な
事
実
が
迫
力
を
も
っ
て
迫
っ
て
く
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
政
策
文
書
に
何
と
書
い
て
あ
り
、
予

八
時
l

0

分
・
横
須
賀
に
入
港
。

午
前
一

0
時
に
出
港
。

シ
カ
ゴ

(

L

級
）
午
前
九
時

五
0
分
・
横
須
賀
に
入
港

オ
リ
ン
ピ
ア
(

L

級

）

午

前

九
時
四

0
分
・
横
須
賀
に
入
港

八
沖
ど
ま
り
＞
。
一

0
時
一
〇

分
横
須
賀
を
出
港
。

＊
一
九
九

0
年
一

0
月
一
五
日
現
在
で
各
港
へ
の
原

子
力
艦
の
入
港
回
数
は

横

須

賀

三

0
回
（
う
ち
原
潜
三

0
回）

佐

世

保

一

回

（

う

ち

原

潜

0
回）

ホ
ワ
イ
ト
ピ
ー
チ
九
回
（
う
ち
原
潜
九
回
）

計

四

0
回
（
う
ち
原
潜
三
九
回
）

ミミ辛
横
須
賀
に
原
潜
ラ
ッ
シ
ュ

―
一
月
一
四
日
の
オ
リ
ン
ビ
ア
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

級
）
の
横
須
賀
入
港
に
よ
り
、
今
年
一
月
か
ら
の
入

港
回
数
は
、
三

0
回
と
な
り
、
一
九
六
六
年
の
初
入

港
以
来
、
過
去
長
高
を
記
録
し
た
一
九
八
六
年
の
三

一
回
に
迫
る
勢
い
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
、
地
元
の

神
奈
川
新
聞
の
で
は
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

(
―
一
月
一
四
日
付
記
事
要
約
）

米
原
潜
の
入
港
は
、
六
六
年
の
「
ス
ヌ
ー
ク
」
が

初
め
て
。
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
直
前
の
七
二
年
に
初

め
て
二

0
回
に
達
し
た
が
、
七
四
年
か
ら
八
年
間
は

算
要
求
書
に
何
と
書
い
て
あ
っ
た
と
し
て
も
、
米
国

防
長
官
が
何
と
言
っ
た
と
し
て
も
、
現
実
に
敵
が
い

な
け
れ
ば
軍
隊
と
い
う
も
の
は
も
う
用
事
が
な
い
と

い
う
よ
う
な
状
況
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
い
て
も

で
き
て
く
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
す
で
に
で
き
て
い

ま
す
。
制
度
と
し
て
の

N
A
T
o
（
北
大
西
洋
条
約

機
構
）
は
ま
だ
あ
る
。
し
か
し
、

W
T
o
（
ワ
ル
シ

ャ
ワ
条
約
機
構
）
が
な
い

N
A
T
O
と
い
う
の
は
一

体
な
ん
だ
ろ
う
か
。

N
A
T
O
を
N
A
T
o
た
ら
し

め
て
き
た
前
方
展
開
と
柔
軟
反
応
戦
略
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

N
A
T
O
は
も
う
一
張
り
子
の
虎
l

で
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
同
じ
よ
う
な
状
況
が

ア
ジ
ア
太
平
洋
に
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ソ
ピ

エ
ト
の
一
方
的
な
軍
縮
、
ア
メ
リ
カ
の
自
然
発
生
的

軍
縮
に
よ
っ
て
、
軍
縮
条
約
な
き
軍
縮
が
か
な
り
進

行
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
き
ち
ん
と
し

た
枠
組
み
を
も
っ
た
軍
縮
で
は
な
い
が
、
ま
さ
に
ア

ジ
ア
的
粗
放
さ
を
反
映
し
た
よ
う
な
軍
縮
条
約
な
き

軍
縮
が
、
す
で
に
我
々
の
周
辺
に
展
開
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
，
●
次
号
へ
つ
づ
く

テ
ー
プ
起
し
●
水
野
希
代
子

でもり んもそ員ど数へと 化この対巡パ級ス 移年か一
い‘‘横があのやで十の呼もがの数象航 Iー別ましはら 0

しな、塁隣棗条り、悶羹三塁韮げ：烹えば竺； ；脅霊↑ミ虞三盆塁
←わ的の゜そにの日出的るつでかこロイト‘を今る五激満
こらな原 の数補米港な横のいられス）レ級ス見年゜i
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]
（
四
ペ
ー
ジ
か
ら
）

議

針

[

t

の

で

は

無

い

。

各

地

域

や

グ

ル

ー

プ

は

出

来

る

会
方
＂
こ
と
を
好
き
な
よ
う
に
や
っ
て
い
く
，
そ
の
経
験
や

マ

心ト
動

2

ア
イ
デ
ア
を
交
流
し
共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

反
活
•
こ
そ
反
ト
マ
運
動
の
生
命
だ
。

―

二

十

八

団

体

、

六

0
人
が
参
加
し
た
三
日
間
の
会

5

議
，
列
車
の
時
間
を
気
に
し
な
が
ら
慌
た
だ
し
く
去

R
 ぃ
つ
て
行
く
友
人
た
ち
を
お
く
り
な
が
ら
、
も
っ
と
時

反
核
団
体
「
ト
マ
ホ
ー
ク
の
動
の
全
国
展
聞
②
独
自
の
軍
縮
一
う
在
日
米
叩
の
紅
伐
変
動
調
一
参
加
者
は
国
連
平
和
協
り

配
備
を
許
す
な
！
仝
国
連
動
」
案
作
製
③
各
直
氏
グ
ル
ー
プ
0

]

f
t
f
、
「
人
間
の
鎖
」
な
ど
に
よ
一
区
対
、
中
史
の
在
日
米
軍
叶
辺
5

[

間
が
あ
っ
た
ら
な
あ
と
思
う
。

（
梅
枯
宏
心
代
表
）
の
令
国
会
一
忍
ト
ワ
ー
ク
の
拡
ぷ
庄
束
一
る
横
須
賀
晶
地
包
囲
迎
動
、
横
市
介
人
拒
嘉
喜
＇
い
嬰
竺
飼
恥
最
後
に
、
は
る
ば
る
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
参
加
し
た

議
は
、
横
須
賀
市
内
を
へ
襄
＿
地
域
の
継
続
的
監
視
ー
な
ど
を
一
須
賀
ほ
か
二
嘉
、
庁
木
な
と

l

急
信
、
決
議
塁
青
、
四
阿
み
な
さ
ん
に
拍
手
。
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

ー
自
4

：
日
か
ら
で
日
間
の
日
秤
で
行
山
ー
面
0
課
題
と
し
て
決
定
し
』
罹
化
で
被
内
を
受
け
る
地
域
一
部
首
町
あ
て
と
一
船
越
教
会
の
木
村
牧
師
夫
妻
を
は
じ
め
、
快
適
な
環

一
に
よ
る
米
軍
へ
り
共
同
ア
ヒ
ー
一
も
発
表
し
た
―

d

い
れ
て
い
た
が
、
四
l
、

米

窄

駕

―

―

境

を

用

意

し

て

く

だ

さ

っ

た

横

須

賀

の

皆

さ

ん

に

拍

ヽ
↓
手
，
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
◆
田
巻
一
彦

亨

ン

デ

ィ

ペ

ン

デ

ン

ス

の

横

と

り

わ

け

注

目

さ

れ

た

イ

号

ー

ル

ー

ね

ど

も

確

忍

さ

れ

た

°

-

P

謁
付
港
化
反
対
な
と
今
後
の
母
氾
化
反
対
連
動
に
関
迪
す
る

酌
動
力
釘
を
決
定
し
、
閉
印
し
巾
項
ご
は
、
全
国
的
な
苫
名
耶

伶

動

丈

廊

り

ほ

か

、

閲

閉

化

に

げ

会
議
け
来
ゾ
緊
張
紐
和
ば
2
J

心
檄
な
也
卯
的
勢
の
変
化
い
中

い
）
、
と
い
よ
ろ
に
反
核
迎
動
に

取
り
釦
ん
で
い
く
、
か
を
朽
え
る

い
が
狙
い
c

全
国
り
反
核
市
民

グ
ル
ー
フ
な
ど
一
ー
八
団
休
か

ら
代
表
約
八
十
人
が
参
加
し

i
J
c
 

プ
四
1
は
市
内
り
訓
郷
憚
槃
庫

を
視
察
し
た
後
、
日
市
ー
町
り

横
須
毀
教
育
会
館
で
会
議
を
閲

き
、
一
①
米
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
フ
、
横
須
賀
母
粧
化
反
対
連

●
若
い
人
達
、
チ
ャ
ン
と
し
た
人
達
、
立
派
な
人
達

に
会
え
る
。
嬉
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
，
発
送
の
お
手

伝
い
で
す
け
ど
、
私
は
要
所
に
座
っ
て
邪
魔
を
し
て

い
る
み
た
い
。
そ
れ
こ
そ
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
皆

安
心
し
て
、
そ
の
辺
に
心
を
放
り
出
し
て
、
い
い
よ

う
に
お
喋
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
集
ま
り
で
す
＾
＇

私
の
現
在
の
理
想
は
、
こ
の
人
達
と
一
緒
に
小
さ

な
船
に
乗
っ
て
黒
い
船
の
回
り
を
回
っ
て
、
意
地
悪

v
i
帰
れ
、
帰
れ
l

と
連
呼
百
逼
す
る
こ
と
で
す
，

（
内
田
政
雄
／
無
職
／
東
京
都
）

●
国
連
平
和
協
力
法
粉
砕
の
た
め
日
夜
ご
奮
闘
頂
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

で
日
本
の
平
和
、

自
民
党
の
口
車
に
乗
ら
な
い

世
界
の
平
和
を
守
る
た
め
戦
争
の

な
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
が
ん
ば
り
ま
す
。
そ
の
為

に
は
、
平
和
協
力
法
を
粉
砕
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
が
ん
ば
り
ま
せ
う
。

（
宮
埼

茂
／
県
議
会
議
員
／
佐
賀
県
唐
津
市
）

●
ど
う
考
え
て
も
危
険
な
る
国
連
平
和
協
力
法
―
ぃ
か

衆
議
院
に
上
程
さ
れ
て
い
る
の
に
、

1 1月5日「神奈川新聞」

マ
ス
コ
ミ
が
静

吐
抗
者
か
ら

お
便
う
を
お
待
ち
ー
ニ
、
い
ま
す
，
同
封
の
ハ
ガ

キ
を
ご
利
用
く
ヽ
だ
さ
い
，
振
替
用
祇
の
通
唱
襴

で
も

O
K
で
す
，
投
瑶
1
J
-
〈
歌
迎
，
最
大
二
つ

0

0
字
ぐ
ら
i
を
目
途
こ
お
詞
、
い
，
一
ま
す
．
ぉ

名
前
を
紙
面
に
掲
載
し
て
さ
し
つ
か
，
～
な
い
か

あ
る
い
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
添
え
て
く
ヽ
だ
さ
い
．

指
定
が
な
い
場
合
l

ご
は
イ
ニ
シ
ー
ル
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
＇
（
逼
集
部
）

カ
す
ぎ
る
。
平
和
と
か
協
力
の
文
字
に
惑
わ
さ
れ
て

い
る
の
か
、
家
族
に
話
し
か
け
て
も
、
遠
距
離
通
勤

に
疲
れ
は
て
て
い
る
，
退
瞼
女
教
師
の
会
千
葉
県
本

部
の
理
事
会
で
一
抗
議
電
報
―
を
提
案
し
、
早
速
海

部
総
理
に
東
葛
支
部
の
名
で
一
絶
対
反
対
」
と
打
電

し
た
。
一
ト
マ
喰
い
虫
―
N
o
6
0
を
見
て
、
一
国
連
平

和
協
力
法
を
つ
ぶ
そ
う
！
一
と
力
強
い
記
事
に
満
ち

み
ち
て
い
る
の
で
ホ
ッ
と
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
な
ぜ

良
心
的
報
道
を
し
な
い
の
か
，
若
者
や
労
組
は
な
ぜ

立
ち
上
が
ら
な
い
の
か
。

（
芳
野
よ
し
い
／
団
体
役
員
／
千
葉
県
柏
市
）

●
通
信
費
は
一
年
半
前
に
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

に
毎
号
送
っ
て
下
さ
っ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
，
こ
こ
に
二
年
分
の
四
(
)
0
0
円
を
送
り

ま
す
の
で
今
ま
で
の
不
足
分
に
充
当
し
て
く
ヽ
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
話
は
変
わ

り
ま
す
が
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
の
動
き
に
は
私
も

大
い
な
る
危
機
感
を
も
っ
て
お
り
ま
す
，
絶
対
阻
止

に
向
け
て
個
人
と
し
て
微
力
な
が
ら
も
で
き
る
こ
と

は
と
今
策
を
弄
し
て
お
り
ま
す
，
お
互
い
頑
張
り
ま

「トマ喰噸」を
いっしょに

言］

イ
号
横
須
賀
母
港
化
反
対
で

●
(
N
o
打
の
こ
の
欄
で
）
ー
ト
マ
喰
い
虫
」
と
い
う

言
葉
は
生
理
的
に
い
や
だ
、
と
い
っ
た
の
は
私
で
す
。

言
っ
た
手
前
、
カ
ン
パ
一
(
)
（
）
（
）
円
°
-
自
衛
隊
海

外
派
兵
を
許
せ
な
い
ー
の
は
当
然
の
こ
と
。
こ
の
時
、

日
本
は
ど
う
す
る
の
か
特
集
を
し
て
ほ
し
い
。

（
T
.
s
／
東
京
都
）

●
平
和
悪
法
を
な
し
く
ず
し
に
し
、

兵
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
、

反
対
の
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
二
次
大
戦
の
時
、
障
害
者
は
家
族
も
ろ
と
も
ー
役

た
た
ず
者
一
と
し
て
迫
害
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
際
、

平
和
に
貢
献
す
る
と
は
、

何
も
し
な
い
一
役
た
た
ず
」

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

政
府
は
海
外
派

大
き
な
怒
り
と

（
太
田
修
平
／
障
害
連
／
東
京
都
清
瀬
市
）

●
合
掌
。
度
々
会
報
送
っ
て
下
さ
り
恐
縮
で
す
。
充

分
に
読
め
ず
に
日
が
経
ち
ま
す
。
北
西
太
平
洋
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
声
明
は
い
い
内
容
で
あ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
世
界
情
勢
も
充
分
理
解
で
き
ぬ
ま
ま
日
が

経
ち
ま
す
。
少
し
は
理
解
出
来
る
き
っ
か
け
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
礼
ま
で
に
。
合
掌
。

し
ょ
う
。

（
s
.
T
／
住
職
／
広
島
県
）

♦
 
•• 

（
美
坂
健
一
／
市
川
市
）

編集ぎやってみようという人はいまんか？

平和運動や太平洋各地の動きなど、

ホットな情報に触れてみたい人、連絡下さい。」

ラストやレイアウトに興味のある

人大歓迎。あなたのセンス

で「トマ喰い虫」をもっと素敵にドレス・ア

ップして下さい。

ワープロ打ちなら任せなさい、この

際覚えてみようかななんて

考えている人。この際やってみませんか。

発送も大事なそして楽しい仕事。毎月20

日直後の日曜日トマ喰い虫社分室

（東横線日吉駅から歩いて七分）に集まって、

ワイワイとやっています。のぞいて見て下さ

い。来月は、

12月23|| (H) }「後2時から
分室の電話番号は04!1(563)~101です

イ
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（
ニ
ペ
ー
ジ
か
ら
）

と
一
息
つ
い
て
い
る
間
に
、
中
東
で
は
戦
争
の
危
機

が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
る
の
だ
。

●
イ
ラ
ク
に
対
す
る
軍
事
攻
撃
が
、
国
連
で
の
国
際

合
意
に
違
反
す
る
こ
と
を
だ
れ
よ
り
も
よ
く
知
っ
て

い
る
の
は
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
な
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら

軍
事
攻
撃
を
認
め
る
国
連
決
議
を
あ
げ
さ
せ
よ
う
と
‘

根
回
し
に
や
っ
き
な
の
だ
。
血
で
血
を
洗
う
戦
争
が

国
連
の
ぶ
如
の
御
旗
J
の
も
と
に
行
わ
れ
る
の
で
は
、

た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

●
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
反
対
し
た
、
そ
れ
と
ま
っ

た
く
同
じ
理
由
で
、
米
軍
・
多
国
籍
軍
の
軍
事
行
動

を
決
し
て
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
を
支

持
す
る
こ
と
も
、
そ
の
軍
事
行
動
の
た
め
に
日
本
の

基
地
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
、
黙
認
す
る
こ
と

会計報告
(9()し 10 ・ 1 6、11 19) 

I 

一~:

ニ
宛
先
二
T

1

0
七
東
京
都
港
区
赤
坂
一
i
-
0

ー
五
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
使
館
気
付

プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
手
紙
を
！

も
、
｛
悪
法
違
反
で
あ
る
と
こ
の
際
は
っ
き
り
言
っ
て

お
き
た
い
。
聞
い
て
ま
す
か
、
海
部
さ
ん
。

●
米
軍
の
撤
退
を
求
め
、
軍
事
行
動
に
対
し
て
日
本

政
府
が
ど
ん
な
形
で
あ
れ
協
力
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
声
を
、
強
く
強
く
あ
げ
ま
し
ょ
う
！

l収人 1
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い
つ
も
会
費
、
カ
ン
パ
の
ご
送
金
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
月
は
い
く
つ
か
の
団
体
か
ら
過
去
数

年
間
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
会
費
の
送
金
を
い
た
だ
き
、

励
ま
さ
れ
る
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。
活
動
の
充
実

の
た
め
に
も
、
財
政
面
で
の
こ
協
力
を
ひ
き
つ
づ
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
会
費
、
カ
ン
パ
等

い
つ
で
も
ご
送
金
い
た
だ
き
や
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